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R&S®CMWcardsは、わかりやすく使いやすい 
ソフトウェアアプリケーションで、モビリティー
の検証がこれまでになく容易になります。

R&S®CMWcardsに
よる車載用デバ
イスの性能テスト

課題
テレマティック制御ユニット（TCU）は、車両のトラッキングを可
能にするエンベディッドシステムです。これは急速に車両のアー
キテクチャーの不可欠な要素になりつつあります。TCUには、
位置決め、移動体通信（2G、3G、LTE、5Gなど）、非セルラーテク
ノロジー（Bluetooth®、無線LANなど）といったテクノロジーと、
その他の処理機能が含まれます。

きわめて困難な無線チャネル伝搬条件と負荷の高いアプリケ
ーションシナリオの下でも優れたユーザー体感を実現するに
は、信頼性の高い移動体通信接続が不可欠です。

例えば、TCUに強いフェージングがかかるシナリオでは、チャネ
ルのS/N比の大幅な低下に伴う通信の一時的中断といった結
果が生じる可能性があります。

例として、自動車が都市部を移動中にファームウェアアップデ
ートを行う際に、デバイスが歪んだ信号を受信する状況が考え
られます。マルチパスフェージング、ドップラー効果などによっ
て、この手順に必要なデータサービスの品質がただちに低下し
ます。これは、ユーザー体感の悪化に直接つながります。

自動車TCUでは複数の無線テクノロジーが使用されるため、
干渉の可能性が高くなります。LTE、Bluetooth®、無線LANは、 
2.4 GHzバンドで同時に動作する可能性があります。これらの
無線モジュールが互いに干渉しないようにするために、共存が
重要なトピックとなります。

フェージングの影響を緩和するには、無線の共存能力を高め、 
TCUの性能を改善することが必要です。製品のデザイン段階で
徹底したテストを行って、デバイスが適切な性能を発揮できるよ
うにする必要があります。そのためには、RFフロントエンド、エ
ラー耐性の高いレシーバー、および信頼性の高い最新のデジ
タル・シグナル・プロセッシング実装を備える優れたハードウェ
アデザインが不可欠です。

ローデ・シュワルツのソリューション
R&S®CMWcardsは、R&S®CMW500 ワイドバンド無線機テス
タで動作するグラフィック・テスト・スクリプト作成ツールです。
プログラミングの知識がなくても使用できます。 カードを単に
組み合わせるだけで、さまざまなシグナリング・テスト・スクリ
プトを作成できます。さまざまなフェージングプロファイルによ
って設定可能な無線伝搬チャネルと組み合わせることで、テス
トスクリプトをデバイスの性能ベンチマーク用途に使用できま
す。各カードは定義済みのプロトコル手順から構成されます
が、シグナリングパラメータはユーザーが柔軟に調整できます。
各カードに内蔵されたエラーチェック機能により、シグナリング
フローが規格に準拠することが保証されます。

R&S®CMWcardsは、テストシナリオを簡単に組み合わせられ
る、再現性の高いデターミニステックなテスト環境を提供しま
す。

Bluetooth®の文字標章とロゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標であり、
ローデ・シュワルツはライセンスの許諾を受けて、これらの商標を使用しています。



サンプル・テスト・スクリプト：チャネルフェージングによるデータスループットへの影響

LTEセルをアクティベイト

ハンドオーバー ハンドオーバー後のパフォーマンスチェック

セルのRFパワー設定

フェージング前のパフォーマンスチェック

LTEセルセットアップ

セルのRFパワーを変更

フェージング後のパフォーマンスチェック

チャネル・フェージングを追加

ローデ・シュワルツ・ジャパン株式会社
ご購入に関するお問い合わせ 
TEL：  0120-190-721| FAX : 03-5925-1285 
E-mail : sales.japan@rohde-schwarz.com
技術ホットライン 

TEL：  0120-190-722 

E-mail : TAC.rsjp@rohde-schwarz.com
修理・校正・サービスに関するお問い合わせ 
TEL：  0120-138-065 

E-mail : service.rsjp@rohde-schwarz.com

R&S® は、ドイツRohde & Schwarz の商標または登録商標です。 
PD 3608.0004.96 | Version 01.00 | 8月 2019 (jr) 

R&S®CMWcardsによる車載用デバイスの性能テスト 

掲載されている記事・図表などの無断転載を禁止します。
おことわりなしに掲載内容の一部を変更させていただくことがあります。
あらかじめご了承ください。 
©  2019 Rohde & Schwarz GmbH & Co. KG | 81671 Munich, Germany
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品名 型番 オーダー番号
R&S®CMWcardsフレームワーク R&S®CMW-KP091 1211.0540.02

R&S®CMWcards R&S®CMW-KT022 1207.9301.02

R&S®CMWcards アドバンスド・エクステンション R&S®CMW-KT026 1209.1750.02

❙❙ セル2のパワーレベルを上げ、セル1のパワーを下げる（セルパ
ワー変更マクロカード）
❙❙ LTEセル1からセル2へのハンドオーバー 
❙❙ RRC接続再設定手順を実行して、アクティブセル1のスループ
ット設定でDUTを更新
❙❙ データ伝送の検証を停止（IPデータサービスの停止カード）
❙❙ DUTがデタッチし、スクリプトはLTEセルを解放 

R&S®CMWcardsは、使いやすいソフトウェアアプリケーション
であり、困難な無線チャネル条件を使用したさまざまなテスト
スクリプトを生成することで、製品性能のベンチマーク用途に
役立ちます。

詳細はこちら
https://www.rohde-schwarz.com/CMWcards

アプリケーション
以下のサンプル・テスト・スクリプトは、接続モードモビリティー
の際のデバイスへのフェージングの影響を検証する方法を示し
ます。テストスクリプト全体では、以下の手順が実行されます。
❙❙ 2つのLTEセルをセットアップし（LTEセル・セットアップ・マク
ロ・カード）、セルをアクティブ化し（LTEセルのアクティブ化マ
クロカード）、セル1のパワーがセル2よりも大きくなるように
セルパワーを設定（セルパワーの設定マクロカード）
❙❙ DUTが起動し、LTEセル登録カードで登録を実行
❙❙ RRC接続再設定手順を実行して、アクティブセル1のスループ
ット設定でDUTを更新
❙❙ Iperfを使用してデータ伝送の検証を開始（IPデータサービス
の開始カード）。
❙❙ 設定可能なフェージングプロファイルを使用してフェージング 
チャネルをアクティブ化し（フェージングのアクティブ化カー
ド）、フェージングによるデータスループットへの影響を検証


